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概 要 

応 用 分 野 

我々は、天然ウイルス由来のペプチドの自己集合により、ウイルスのようなナノカプセルを構築すること
に世界で初めて成功している。本研究では、新たな人工ワクチンの開発を指向して、自己集合性のペプ
チドナノカプセルの表面に免疫活性化分子を構造制御して提示する方法を開拓している。
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